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鉄
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・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１４４号
2022年５月16日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

８
７
４
２
筆（
22
年
５
月
15
日
）

Ｒ
設
立
委
員
会
の
指
示
・
決
定
で
名

簿
不
記
載
基
準
が
つ
く
ら
れ
、
組
合

員
を
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
排
除
し

た
の
で
す
。

　
基
準
の
策
定
が
不
当
労
働
行
為

だ
っ
た
こ
と
は
15
年
に
最
高
裁
で
確

定
し
、
こ
の
不
当
労
働
行
為
が
な
け

れ
ば
全
員
が
採
用
さ
れ
た
は
ず
な
の

で
す
。
不
採
用
の
責
任
は
当
然
に
も

Ｊ
Ｒ
に
あ
り
、
全
員
を
採
用
す
る
義

働
者
が
「
ま
だ
闘
っ
て
い
る
の
か
」

と
話
し
な
が
ら
快
く
署
名
に
応
じ
る

光
景
が
各
地
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
街
頭
宣
伝
で
は
、
面
接
で
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
就
活
中
の
大
学

生
、
非
正
規
雇
用
で
雇
止
め
の
不
安

を
持
っ
て
い
る
青
年
労
働
者
が
足
を

止
め
、
多
く
の
注
目
・
署
名
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
職
場
や
組
合
で
ま
と
ま
っ
た
数
の

署
名
を
集
め
て
送
っ
て
く
れ
る
人
も

お
り
、〝
署
名
活
動
家
〟
も
登
場
し

て
い
ま
す
。
15
年
の
最
高
裁
決
定
に

至
る
10
万
筆
署
名
の
よ
う
な
雰
囲
気

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
国
鉄
闘
争
は
現
在
の

課
題
で
あ
り
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

権
利
、
労
働
組
合
再
生
の
か
か
っ
た

闘
い
で
す
。
５
月
25
日
の
裁
判
、
7

月
17
日
の
全
国
集
会
な
ど
を
集
約
日

と
し
て
さ
ら
に
署
名
を
集
め
、
東
京

地
裁
へ
の
提
出
行
動
も
行
い
ま
す
。

再
度
の
統
一
行
動
も
計
画
し
ま
す
。

　
今
こ
そ
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
を
！
　
裁
判
闘
争
に
結
集
し
、
裁

判
所
・
中
労
委
に
す
べ
て
の
真
実
を

明
ら
か
に
さ
せ
よ
う
。
解
雇
撤
回
・

Ｊ
Ｒ
復
帰
・
団
交
開
催
署
名
運
動
の

強
化
・
拡
大
を
か
ち
と
ろ
う
。
闘
争

勝
利
ま
で
断
固
闘
お
う
。

　
◉
次
回
裁
判

　
　
５
月
25
日（
水
）11
時
～

　
　
東
京
地
裁
５
２
７
号
法
定

　
　
10
時
15
分
集
合

　
◉
７
・
16
討
論
集
会

　
　
７
月
16
日
（
土
）13
時
30
分

　
　
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
◉
国
鉄
闘
争
全
国
運
動

　
　 

７
・
17
全
国
集
会

　
　
７
月
17
日
（
日
）
13
時
30
分

　
　
千
葉
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

務
が
Ｊ
Ｒ
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
Ｊ
Ｒ
は
本
来
採
用
す
べ
き

組
合
員
を
採
用
し
て
い
な
い
の
で

す
。
こ
れ
は
「
87
年
４
月
１
日
」
の

１
回
限
り
の
行
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
87
年
４
月
以
後
に
も
国
鉄
解
雇

者
か
ら
の
採
用
は
あ
っ
た
し
、
そ
の

後
も
中
途
採
用
を
含
め
て
Ｊ
Ｒ
は
毎

年
採
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
に
も
関

わ
ら
ず
、
組
合
員
を
一
貫
し
て
採
用

し
て
い
な
い
の
で
す
。

　「
87
年
４
月
か
ら
１
年
以
上
が
過

ぎ
て
い
る
」
と
言
っ
て
門
前
払
い
に

で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前

回
裁
判
で
は
裁
判
長
も
中
労
委
に
対

し
て
「
１
回
限
り
と
の
主
張
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
壁
を
超
え
れ
ば
不
当
労
働
行

為
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
闘
い
は
「
勝
利
ま
で
あ

と
一
歩
」
の
地
点
に
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
必
ず

し
も
容
易
な
闘
い
で
は
な
い
こ
と
も

事
実
で
す
。

　
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
は
、
国
鉄

分
割
・
民
営
化
以
来
の
雇
用
・
賃
金

破
壊
、
労
働
組
合
破
壊
の
出
発
点
と

の
闘
い
で
す
。

署
名
運
動
が
活
性
化

　
４
月
17
日
の
統
一
署
名
行
動
は
全

国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
（
既
報
）、

さ
ら
に
各
地
の
メ
ー
デ
ー
や
憲
法
集

会
な
ど
で
も
署
名
の
訴
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
統
一
行
動
を
き
っ
か
け
に

署
名
運
動
の
意
義
と
手
ご
た
え
を
再

確
認
し
た
と
の
声
が
各
地
か
ら
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
デ
ー
に
結
集
し
た
多
く
の
労

国鉄闘争
全国運動 ７月全国集会へ
11・６労働者集会3労組アピールを広げよう

国鉄１０４７名解雇撤回！ＪＲ復帰！団交開催！
５・２５行政訴訟・署名提出行動（東京地裁）に結集を

あ
ら
た
め
て
署
名
運
動
の
力
強
い
展
開
を

解
雇
撤
回
の
国
鉄
署
名
に
幅
広
い
世
代
か
ら
反
応

て
い
ま
す
。
し
か
し
組
合
は
「
Ｊ
Ｒ

が
採
用
す
る
義
務
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
一
貫
し
て
採
用
を
拒
否
し
続
け

て
い
る
こ
と
」
の
責
任
を
追
及
し
て

い
る
の
で
す
。

　
も
と
も
と
の
採
用
候
補
者
名
簿
に

は
、
本
州
で
の
不
採
用
者
全
員
の
名

前
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

　
５
月
25
日
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
・
団
交
開
催
を

求
め
る
第
９
回
行
政
訴
訟
が
行
わ
れ

ま
す
。
裁
判
に
先
立
ち
署
名
提
出
行

動
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
地

裁
へ
の
大
結
集
を
訴
え
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
に
採
用
の
義
務

　
中
労
委
は
「
す
で
に
申
立
期
間
を

過
ぎ
て
い
る
か
ら
Ｊ
Ｒ
が
不
当
労
働

行
為
を
や
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
関

係
な
い
」
と
し
て
除
斥
期
間
を
理
由

に
真
実
か
ら
逃
げ
て
き
ま
し
た
。

　
中
労
委
は
、
組
合
側
の
主
張
を

「
87
年
４
月
１
日
の
不
採
用
」
だ
け

を
問
題
に
し
て
い
る
か
に
切
り
縮
め

　
動
労
西
日
本
は
４
月
19
日
、
Ｊ
Ｒ

山
陽
本
線
・
五
日
市
駅
で
の
指
名
ス

ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
３
月
12
日
の
ダ

イ
改
で
大
転
換
を
打
ち
出
し
、「
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
経
営
」
を
掲
げ
、

４
月
11
日
に
は
赤
字
線
区
の
収
支
を

初
公
表
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
線

化
・
地
方
切
り
捨
て
を
宣
言
し
た
。

長
谷
川
社
長
は
「
上
下
分
離
方
式
」

に
も
言
及
し
て
い
る
。

し
87
年
２
月
、
Ｊ

　
ダ
イ
改
前
日
の
３
月
12
日
に
は

８
０
０
人
の
人
員
削
減
（
雇
止
め
解

雇
）
を
公
表
し
、
契
約
社
員
制
度
の

廃
止
―
雇
止
め
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
ス
ト
は
「
政
治
ス
ト
」
の

恫
喝
を
粉
砕
し
て
労
働
者
の
国
際
連

帯
で
戦
争
阻
止
の
闘
い
と
し
て
も
貫

徹
さ
れ
た
。

　
動
労
福
島
は
４
月
25
日
、
郡
山
工

場
で
「
人
員
増
」「
業
務
委
託
反
対
」

で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。

動
　
労

西
日
本 

五
日
市
駅
で
ス
ト
を
貫
徹

動
労
福
島 

業
務
委
託
反
対
で
郡
工
ス
ト
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Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
（
尼
崎

事
故
）
か
ら
17
年
目
を
前
に
４
月
24

日
、
動
労
千
葉
と
国
鉄
闘
争
全
国
運

動
・
関
西
の
呼
び
か
け
で
尼
崎
事
故

弾
劾
集
会
が
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
北
口
広
場

で
開
催
さ
れ
た
。
関
西
を
中
心
に
約

に
突
き
進
む
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
怒
り
を

込
め
て
弾
劾
し
た
。

　
さ
ら
に
動
労
千
葉
、動
労
西
日
本
、

動
労
総
連
合
・
九
州
の
仲
間
が
発
言
。

鉄
道
労
働
者
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
日
と
し
て
闘
い
の
決
意
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
渡
辺
書
記
長
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
攻
撃
は

必
ず
安
全
破
壊
に
つ
な
が
る
こ
と
、

「
業
務
融
合
化
」
と
ワ
ン
マ
ン
運
転

拡
大
に
対
し
て
３
・
11
～
13
ス
ト
ラ

イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
参
加
団
体

か
ら
、
日
教
組
奈
良
市
、
大
阪
市
職

の
仲
間
、
関
西
合
同
労
組
、
八
尾
北

医
療
セ
ン
タ
ー
労
組
、
高
槻
医
療
福

祉
労
組
、
全
学
連
が
発
言
。

　
港
合
同
の
木
下
執
行
員
の
ま
と
め

と
行
動
提
起
の
後
、
事
故
現
場
ま
で

の
デ
モ
行
進
を
貫
徹
し
た
。

神
奈
川
・
愛
知
で
は
延
べ
50
㌔
が
地

下
40
㍍
で
の
掘
削
工
事
と
な
る
。

　
２
０
０
１
年
に
「
大
深
度
地
下
の

公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」（
大
深
度
法
）
が
施
行
さ
れ
た
。

地
下
40
㍍
以
下
は
地
上
の
地
権
者
と

の
用
地
交
渉
も
補
償
金
の
支
払
い
も

だ
。
停
電
な
ど
で
超
電
導
磁
石
が
効

力
を
失
っ
た
場
合
や
通
信
途
絶
で
電

力
回
生
ブ
レ
ー
キ
が
使
用
不
能
と
な

り
車
両
単
独
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

に
は
空
力
ブ
レ
ー
キ
や
車
輪
デ
ィ
ス

ク
ブ
レ
ー
キ
で
止
め
る
し
か
な
く
約

90
秒
（
約
６
㌔
）
か
か
る
。

　
初
期
の
段
階
で
実
験
車
両
が
走
行

中
に
出
火
し
全
焼
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
２
０
１
９
年
10
月
に
も
ア
ー
ク

放
電
に
よ
る
火
災
事
故
で
３
人
が
重

軽
傷
を
負
っ
た
。
リ
ニ
ア
車
両
は
可

燃
材
料
を
極
小
化
し
て
い
る
と
言
っ

て
も
想
定
外
の
理
由
で
火
災
が
発
生

す
る
こ
と
は
排
除
で
き
な
い
。
コ
イ

ル
や
タ
イ
ヤ
な
ど
発
火
源
は
い
く
ら

で
も
あ
る
。

　
時
速
５
０
０
㌔
の
鉄
道
が
地
下
ト

ン
ネ
ル
の
中
で
事
故
を
起
こ
し
た
と

き
に
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
乗
客

と
乗
務
員
の
生
命
は
ど
う
な
る
の

か
。事
故
か
ら
の
避
難
対
策
は
な
い
。

Ｊ
Ｒ
東
海
の
「
東
海
道
新
幹
線
は
死

亡
事
故
が
一
度
も
起
き
て
い
な
い
か

ら
大
丈
夫
」
は
説
明
に
な
ら
な
い
。

　
消
費
電
力
も
重
大
だ
。
Ｊ
Ｒ
東
海

が
公
表
し
て
い
る
環
境
影
響
評
価
書

に
よ
れ
ば
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

消
費
電
力
は
新
幹
線
の
４
倍
を
超
え

る
。
さ
ら
に
電
磁
波
や
振
動
、
騒
音

な
ど
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
微
気

圧
波
と
い
っ
て
、
列
車
が
高
速
で
ト

ン
ネ
ル
に
進
入
す
る
時
に
空
気
が
圧

縮
さ
れ
反
対
側
の
出
口
か
ら
圧
力
波

が
放
射
さ
れ
る
現
象
も
あ
る
。

乗
客
も
増
え
な
い

　
ト
ン
ネ
ル
内
を
時
速
５
０
０
㌔
で

走
る
列
車
に
爆
発
物
や
凶
器
が
持
ち

込
ま
れ
た
場
合
の
対
処
と
し
て
航
空

機
並
み
の
乗
客
の
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

と
手
荷
物
検
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
地
中
深
い
ホ
ー
ム
ま

で
の
移
動
時
間
や
検
査
時
間
な
ど
を

考
慮
す
る
と
時
間
短
縮
効
果
は
あ
ま

り
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
乗
客
が
増
え
る
見
通
し

が
な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
乗
客
数
の
試

算
は
明
ら
か
に
過
大
だ
。
人
口
減
少

も
進
み
、
東
海
道
新
幹
線
と
リ
ニ
ア

新
幹
線
の
両
者
で
乗
客
が
分
散
す
る

だ
け
な
の
で
Ｊ
Ｒ
東
海
の
乗
客
数
・

売
り
上
げ
は
さ
ほ
ど
増
え
な
い
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
以
後
の
〈
移
動
か
ら
リ

モ
ー
ト
へ
の
変
化
〉
で
需
要
が
大
き

く
回
復
す
る
見
込
み
は
な
い
。

　
計
画
に
つ
い
て
は
住
民
や
地
元
自

治
体
な
ど
反
対
も
大
き
い
。
認
可
取

消
訴
訟
や
工
事
差
止
訴
訟
も
行
わ
れ

て
き
た
。
地
元
自
治
体
で
は
、
特
に

静
岡
県
知
事
が
「
南
ア
ル
プ
ス
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
は
水
資
源
や
自
然
環
境

へ
の
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
し
て
、
大
井
川
の
流
量
減

少
に
つ
い
て
全
量
を
大
井
川
に
戻
す

こ
と
を
要
求
し
、
工
事
が
進
ま
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
静
岡
県
を
走

る
ル
ー
ト
は
わ
ず
か
11
㌔
だ
が
、
こ

の
部
分
の
工
事
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば

リ
ニ
ア
は
開
通
し
な
い
。

葛
西・
安
倍
の
破
綻

　
品
川
―
名
古
屋
間
の
工
事
費

は
す
で
に
１
・
５
兆
円
も
増
え
て

７
兆
４
０
０
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

静
岡
工
区
が
未
着
工
の
た
め
開
業
延

期
は
不
可
避
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
金
子
社
長
は
「
計

画
通
り
進
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に

責
任
を
感
じ
る
」
と
述
べ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
な
の
だ
。

　
安
倍
と
葛
西
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
呼
ば
れ
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

は
も
は
や
開
業
自
体
が
疑
問
視
さ
れ

る
状
況
だ
。
成
長
戦
略
と
し
て
国
策

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
リ
ニ
ア
・
新
幹

線
の
海
外
輸
出
も
頓
挫
し
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
Ｊ
Ｒ
東
海
の
倒
産
と
い
う

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
ま
で
公
然
と
さ
さ

や
か
れ
る
状
況
な
の
だ
。

を
調
達
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
安
倍

政
権
時
代
に
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
支
援
機
構
が
Ｊ
Ｒ
東
海
に
融

資
を
可
能
と
す
る
法
律
が
作
ら
れ

た
。
40
年
間
の
融
資
期
間
で
最
初
の

30
年
は
返
済
を
据
え
置
き
、
無
担
保

で
３
兆
円
を
貸
す
破
格
の
条
件
だ
。

安
倍
元
首
相
と
葛
西
敬
之
（
現
在
は

Ｊ
Ｒ
東
海
名
誉
会
長
）
と
の
〝
蜜
月

関
係
〟〝
ア
ベ
友
優
遇
〟
と
言
わ
れ

る
の
も
当
然
だ
。

活
断
層
を
横
切
る

　
費
用
問
題
だ
け
で
な
く
工
事
そ
の

も
の
の
技
術
的
問
題
も
多
い
。
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
予
定
地
は
い

く
つ
も
の
活
断
層
を
横
切
る
。
特
に

品
川
―
名
古
屋
間
は
南
ア
ル
プ
ス
の

真
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
直
線
で

進
む
。
そ
の
間
の
ト
ン
ネ
ル
区
間
は

86
％
に
及
ぶ
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残

土
、
断
層
、
地
下
水
の
問
題
な
ど
工

事
上
の
問
題
は
極
め
て
大
き
い
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
東
京
―
名

古
屋
間
２
８
６
㌔
の
う
ち
、
東
京
・

　
２
０
２
７
年
に
開
業
予
定
と
し
て

い
た
品
川
―
名
古
屋
間
の
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
は
建
設
の
見
通
し
が
ま
っ

た
く
立
た
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
南
ア
ル
プ
ス
の
掘
削
は
「
前
人

未
到
の
領
域
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
困

難
な
工
事
が
多
く
、
昨
年
10
月
に
死

亡
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
東
京
か

ら
大
阪
に
至
る
新
幹
線
の
整
備
計
画

路
線
。
新
幹
線
で
初
と
な
る
超
電
導

リ
ニ
ア
を
採
用
し
、
最
高
設
計
速
度

は
時
速
５
０
０
㌔
を
超
え
る
。

　
２
０
１
１
年
５
月
に
整
備
計
画
が

決
定
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
営
業
・
建

設
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
完
成
後
は

東
京
―
名
古
屋
間
を
最
速
40
分
で
結

ぶ
計
画
だ
。
東
京
―
大
阪
間
の
全
線

開
通
は
最
短
で
２
０
３
７
年
の
予
定

で
、
最
速
67
分
で
結
ぶ
。

　
だ
が
都
市
圏
で
は
土
地
買
収
も
難

し
く
、
騒
音
対
策
も
必
要
と
な
る
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
は
難
工
事
で
ト
ラ
ブ

ル
が
続
出
し
、
現
段
階
で
も
建
設
費

の
総
額
は
９
・
６
兆
円
に
上
る
。
最

終
的
に
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
か
は
予
想

つ
か
な
い
。

　
当
初
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
単
独
で
資
金

か
だ
。
し
か
し
巨
大
地
震
の
際
に
は

ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た
地
形
自
体
が
変

形
す
る
。
南
ア
ル
プ
ス
で
20
㌔
を
超

え
る
ト
ン
ネ
ル
が
無
事
で
済
む
保
証

は
な
い
。
大
き
な
損
傷
は
あ
り
得
る

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

避
難
の
方
法
な
し

　
こ
の
中
を
緊
急
停
止
が
で
き
な
い

時
速
５
０
０
㌔
の
列
車
が
走
る
の

必
要
な
い
。
対
象
と

な
っ
て
い
る
地
域
は
首

都
圏
・
中
部
圏
・
近
畿

圏
の
人
口
密
集
地
で
あ

る
３
地
域
。
公
共
性
の

あ
る
事
業
（
電
気
や
ガ

ス
、
水
道
、
鉄
道
や
道

路
な
ど
）
で
は
大
深
度

地
下
を
無
償
で
使
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
地
下
40
㍍
の

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
の

安
全
性
の
検
証
は
誰
も

行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

す
で
に
東
京
外
郭
環
状

道
路
（
外
環
）
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
に
よ
る
陥
没

事
故
が
起
き
て
い
る
。

　
近
い
将
来
、
巨
大
地

震
が
起
き
る
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
が
、
停

電
時
に
緊
急
停
止
す
る

仕
組
み
は
な
い
。
ト
ン

ネ
ル
構
造
自
体
は
比
較

的
揺
れ
に
強
い
の
は
確

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線  

27
年
開
業
の
見
通
し
立
た
ず

事故・災害・環境あらゆる面で危険性

　
台
鉄
鉄
道
の
「
会
社
化
（
＝
民
営
化
）」
に
反
対
し
て
３
つ
の

労
働
組
合
が
休
日
出
勤
拒
否
（
事
実
上
の
ス
ト
ラ
イ
キ
）
を
闘
っ

た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
運
転
士
は
10
人
し
か
出
勤
せ
ず
全
台
湾
で

１
日
18
本
し
か
動
か
ず
ほ
ぼ
全
線
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　
動
労
千
葉
は
、
こ
の
闘
争
に
対
し
て
台
鉄
産
業
労
働
組
合
に
連

〝
鉄
道
労
働
者
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
で
き
な
い
〟

事
故
か
ら
17
年 

尼
崎
現
地
集
会・
デ
モ

帯
声
明
を
発
し
、
ま
た
「
闘
争

支
持
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
た
連
帯
写
真
を
送
っ
た

（
写
真
下
）。

　
た
だ
ち
に
同
組
合
の
魏
書
記

長
か
ら
「
日
本
の
仲
間
た
ち
の

多
大
な
支
援
に
感
謝
し
ま
す
」

と
の
謝
意
が
寄
せ
ら
れ
た
。
組

合
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
連
帯

声
明
と
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
日

本
の
労
働
者
か
ら
の
連
帯
に
多

く
の
反
響
が
起
き
て
い
る
。

百
人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
を

港
合
同
・
中
村
委
員
長

が
行
い
、
連
帯
労
組
関

西
地
区
生
コ
ン
支
部
の

武
谷
書
記
次
長
が
特
別

報
告
。

　
動
労
西
日
本
の
山
田

書
記
長
が
基
調
報
告
を

行
い
、
17
年
目
を
迎
え

た
尼
崎
闘
争
が
国
鉄
分

割
・
民
営
化
と
安
全
無

視
の
大
合
理
化
の
帰
結

だ
と
批
判
し
、
８
０
０

人
の
要
員
削
減
、
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨
て

台
湾
鉄
道
で
ス
ト
ラ
イ
キ

動
労
千
葉
が
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ


